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1.は じめ に

紀元前121年 春,馬 票騎将軍雀去病 にひ きいられた漢の大軍は,旬 奴の右翼を断つべ く,

黄河を渡 り,祁 連 山をこえて河西回廊に突入 し,休 屠王が祭るところの祭天金人を獲得

して長安へ送った。窪去病は夏,再 び旬奴 を追って西進 し,居 延海を越 え,祁 連 山にそ

って進軍 し,旬 奴の大軍を打 ち破 り,休 屠王 を殺 し,渾 邪王を虜に した。 この勝利によ

って,は じめて,漢 と西域の直接交渉路が開かれたのである。漢が河西回廊に新 たに開

いた四郡の一つ を武威 と名付けたのは,旬 奴に対するこの赫々たる武功 を記念す るから

にほかならぬ。

漢代の武威郡は10県 か らなるが,そ の治所 は現在 の武威市であるところの姑絨におか

れた。以来,こ の地は武威郡の中心 として,漢 魏晋代の文物 を纏蔵す るのは勿論である

が,次 なる五胡十六国時代には五涼の首都 として,重 要 な役割 を担 うこととなる。階唐

代の涼州時代 も西方民族 との接触 ・交渉の拠点 として枢要な位置 を占めてきた。

今 回の国際学術研究において,初 年度,平 成7年 に寧夏回族 自治区の銀川まで,長 城

線を踏査 してきた我々にとって,次 の 目標 はこの甘粛省武威である。平成9年11月25日,

明治大学文学部の氣賀澤保規氏,東 京国立博物館東洋課の高浜秀氏 と私の3人 は成 田空

港か ら出国し,北 京を経てその夜には甘粛省の蘭州に到着 し,甘 粛省文物考古研究所副

所長李永良氏の出迎 えを受けた。

翌26日 は午前中,戴 春陽 ・李永良副所長 らと日程打合せのあ と,考 古研究所の研究室

で何双全氏らか ら,最 新の資料 を幾つか見せていただいた。 とりわけ,1994年 に新 たに

発見 された,礼 県大墾子山の秦公墓地から発掘 された玉珠2点 は,そ れぞれ2・3号 墓

か ら出土 したものである。この秦公墓地は秦が陳西省の雍城に都 を築 く以前の王墓 と推

定 されるもので,秦 の最初 の都城の発見の期待 も高まっている重要 な発見であるが,今
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回は現地見学の時間的余裕がな く,改 めて現地 を踏査 した上で報告 したい(付 記:現 地

踏査 を1998年8月 に行 うことが出来た)。

さらに,甘 粛省玉 門市火焼溝出土の彩陶直立人形罐(『 中国文物精華一1990年 』図版一

12),彩 陶有蓋四耳罐,青 銅四羊頭付杖頭(共 に1994年,近 つ飛鳥博物館開館記念展出品)

などの四覇文化の逸品,そ れに敦煙 ・酒泉魏晋墓新 出の画像縛,ま た,敦 煙懸泉置の大

量の木簡 と長大 な壁書などは,い ずれ も近年の甘粛省文物考古研究所の重要成果の一部

である。

午後,い よいよ武威へ向か う。一行には文物局綜合処長の張利勝氏が同行 して下 さる。

氏は武威の副市長から文物局へ移 られた方で,武 威 での見学が順調であったのには氏に

依 るところが 多いことを御礼 申し上げ る。

午後2時 に蘭州 を出発 し,永 登,天 祝 を経て5時,鳥 鞘嶺に至 る。この峠 を下 るとい

よいよ河西回廊 である。峠か らは長城が望め る。6時 半す ぎ武威の宿舎天馬賓館着。武

威市では車副市長,趙 文化局長,蒋 博物館長 ら文化部門の幹部総出で歓迎 して下さった。

武威での参観は27日 午前中,五 煽山 ・磨嗜子 ・旱灘披の漢魏墓群 と亥母洞石 窟,午 後は

雷台後漢墓,羅 什塔 と文廟の武威市博物館。28日 午前博物館再訪,そ して午後は天梯 山

石 窟見学のあと蘭州へ と短い滞在ではあったが,武 威の主要な遺跡 をほぼ見学すること

が出来た(付 図参照)。

付図 武威市本稿関係地図(武 威市交通図よ り作成。 よって正確 さは保証 し難い。)
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1)
私 はかつて,こ の武威の雷台漢墓 と磨嗜子漢墓群 をめ ぐる論考 を書いたことがある。

それ以来,い つの 日にか武威 を訪れ,実 地にそれ らの遺跡 を見学 したいもの と願ってい

たが,図 らず も,今 回実現できたことは誠に有 り難い機会であった。以下に,見 聞記 と

併せ,こ れまでに各々の遺跡において報告 されたところを再検討 し,今 後の研究に具 え

たい と思 う。

2.五 煽 山墓群

五煽山遺跡は今回の武威考察で,最 初に訪れた遺跡である。武威市街からほぼ真南,

約16kmほ どの武威市韓佐郷紅花村五煽山にあ り,祁連山をのぞむ台地にある。遺跡のす

ぐ西に雑木河が流れ,河 を挾んで磨噴子墓地 と向き合 っている。1983年 に煉瓦工場建設

によって発見され,1984-85年 に甘粛省文物工作隊 と武威県・武威市文物管理委員会によ

って発掘 された。残念なが ら正式な報告は出されておらず,『 中国考古学年鑑』に簡単 な
　　

紹 介が あ るのみ であ る。それ によ ると,墓 地 の範 囲は100万m2あ り,600余 基が確認 され

てい る。 その うち1984年 に66基,翌 年 に36基 が調査 され てい る(図1-1)。

両年 とも,発 掘 された墓 の うち1基 は馬家窯期 の もの で,こ の地が先 史時代 か らの居

住地 であった こ とを示 す。'84年 発掘 の1号 墓か らは彩 陶が4点 発見 されて いるが,そ の

うちの2点 が1994年,近 つ飛鳥博 物館 で開催 され た 「シル クロー ドの まも り一 その埋 も
3)

れ た記録一展」 図録1・2図 に写真が掲載 され てい る。

また,1984年 に は魏 晋墓2基,西 夏墓3基 が,1985年 には魏晋 墓1基 が含 まれ てい る

が,そ の他,大 部分 は両漢代 の もの であ る。

簡報 に よ ると,こ れ ら両漢代 の墓 は前漢末,王 葬 時代 か ら後 漢末 までに至 るが,王 葬

時期 と後漢初期 の ものが 多い といわれ る。墓 の構造 は,す でに発 表 され てい る磨嗜子墓

群 と同様 で,斜 め墓 道 を持 ち,地 下深 くに営 まれた長方形 土洞墓 であ る。'84年 に発掘 さ

れ た漢墓の うちで最大 の もの は,墓 道の長 さ14m,地 下14mに 長 さ4m,幅2mの 墓 室

を設け る。逆 に最少 の ものは,墓 道 の長 さ8m,地 下3mに 長 さ3m,幅1.5mの 墓室 を

持 つ。

墓 は多 くがす でに盗 掘に あって いたが,何 基か は完全 で銅 ・鉄 ・木 ・漆 ・陶器,染 織

品,袋 入 ワの食物 な ど560余 点 が出土 した。
4)5)

それ らのうち,青 銅亀形炉は 『考古与文物』,3号 墓木腰は 『散見簡憤合輯』,鳩杖は

〈近つ飛鳥図録>59図 にそれぞれ写真や釈読が掲載 されている。

また,'84年 の発掘では彩画壁画墓か ら,生 活宴飲,舞 踏,狩 猟 それに老虎図が発見 さ

れた。〈近つ飛鳥図録>71図 に,そ の うちの老虎図模写が掲載 されている。
6)

この壁画については,発 見時に模写 を行 った甘粛省博物館の張朋川氏の論考がある。
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それによると,老 虎図は墓室の正壁にあ り,虎 の背後には樹の幹が描かれている。樹の

左には女性3人 が,右 には女性1人 が描かれているようである。右壁の壁画は大半が破

壊 され,僅 かに下半分が残る。右方には仙人が立ち,そ の前に女性4人 と子供1人 がい

る。中央部は破損が甚だ しいが,向 い合 って端座す る男女は墓主人と思われ,中 間に侍

女がいる。右壁左方は庖厨図である。左壁は中央か ら左方へは山林狩猟図である。樹木

の茂 る山並み と点在す る動物が中央部にあり,左 方に逃げる鹿を射止め ようとす る騎 馬

狩猟人物が描かれる。張氏によると,こ の壁画 を持つ墓 は,そ の上に後漢末の墓が築か

れたために上部が破壊 された。 また出土の陶壺が王葬時期のもの と一致す るところから,

この墓の年代 を王葬時期 としている。張氏はこの壁画 を中国初期 山水画 として論 じよう

としているが,壁 画画面が未発表の現在,詳 細 な検討 をなし難い。

'85年度の調査についてはよ り簡略で
,鍾(壺)・ 罐 ・奮 ・盤の陶器類,銅 鏡 車馬器,

貨幣,鉄 刀,金 頭飾等の発見を記すのみである。

3.磨 階 子墓群

武威市新華郷纏山村磨噛子遺跡は,五 煽山遺跡か ら雑木河を隔てた西岸に位置す る。

墓地は西方の山地から雑木河に張 り出した磨嗜子台地上に南北1000m,東 西700mの 範

囲に密集 して営まれる。1956年 に甘粛省文物管理委員会蘭新鉄道文物清理組によって初

めて発見され,土 洞墓5基(M1-M5)が 整理 され,そ のうち,床 面の残存 していた1
7)

号墓の調査状況が発表 されたが,こ の墓地が一躍注 目を集めたのは1959年7月 に発掘さ
8)

れ た6号 墓 か ら"儀 礼"木 簡 の発 見 に よってで ある。

続 いて 同年9月 ～11月 にか けての 第3次 発掘 に よって31基(M7-M37)が 調査 され た
　う

が,そ の うち18号 墓 か ら"王 杖 十簡"木 簡が発 見 され た。武 威磨 嗜 子漢墓群 は アル カ リ

性 の土壌 と乾燥地 帯の特 性か ら,こ うした当時の文 書 ・典籍 の実物 資料 に加 え,木 製 品,

染織 品,食 料 品な どの腐朽 しや す い副葬 品 を,そ っ くりその まま保 存 して くれ ていたの

で あ る(図1-2)。

磨階 子 に対 す る第4次 発掘 は1972年 春 に行 われ,35基(M38-M72)が 調査 され た。 そ
10)

の うち保存が完全であった48・49・62号 墓の3基 が報告 されている。

3基 とも構造はこれまでの墓 と同様,地 下深 くに営 まれた長方形単室土洞墓であ り,

48・62号 墓は共に夫婦合葬墓である。墓室構造の上で,62号 墓が墓室入 り口に石製の墓

門を設けていたのは珍 しい。3基 とも様々な木製品,漆 製品それに各種染織品や藁製品

までがほぼ完全に保管 されていた。報告 では出土品の分析かち48号墓 を前漢末,62号 墓

を王葬時代,49号 墓 を後漢中期に比定 している。
11)

磨噛子墓群の最近の発見は壁画墓の出現である。1989年7月,武 威市博物館の孫寿齢・
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黎大祥氏が盗掘墓 を発見し調査 を行った。遺物は全 くなく,前 室に壁画が一部残ってい

た。斜めに下がる墓道に続き横長の前室が設けられ,そ の後ろ左右に縦長方形の墓室 を

二つ持つ構造で,磨 階子墓群 では大型に属す る。壁画は前室の天井部 と後部壁面の石灰

面上に描かれているが,彩 色については記述がなく,写 真で見る限 りでは墨線のみであ

ろうか。

天井部には 日月と雲気,後 壁に雑技人物5人 と鳥,左 壁は羽人 と羊,右 壁に騎象仙人

が輪郭線のみで描かれている。前節の五煽山壁画墓 と併せ興味深い報告 である。

この壁画墓は墓番号が付け られていないが,発 表の順序か らすると73号 となろう。 こ

れ ら73基の墓の うち,詳 細な実測図が公表されているのは22・23・26・48・62号 墓の5

基,略 図が発表された1・6・73号 墓 を加 えても8基 に過 ぎないのは惜 しまれる。なお,

年代 は前節の五煽山墓群 と同様,前 漢末か ら後漢後期に至るものである。

4.旱 灘披墓群

旱灘坂墓群は東が武威県城の西南約10kmの 金塔河か ら西は武威県城西約20kmの 西

営河 まで,武 威の南から西へかけて連なる祁連山麓に沿い,柏 樹 ・松樹 ・紅星 ・西営の

四郷 にまたが り,長 さ約20km,幅 約1kmに 及ぶ広大な墓地である。ここはまじかに祁

連 山を見上げる山麓で,間 に谷一つ挾んで台地 とな り,常 に乾燥 し,岩 混 じりの土地の

ため樹木が育たない荒れ果てた土地のため,旱 灘坂の名で呼ばれる。それだけに,格 好

の墓地 として漢代以来引 き続いて用い られた(図1-3)。

この地の墓 として最初に注目されたのは,1972年,柏 樹郷下五畦村旱灘披で水利工事
ユ　　

に伴 って発見 された後漢墓からの医繭簡腰の出現である。地下約4mに 営 まれた土洞単

室墓の構造は前述の五煽山 ・磨嘱子 墓群 と同様で,副 葬品は土器6点,五 鉄銭 とガラス

玉,そ れに鳩杖にす ぎない。男性木棺 に収め られた袋中の92枚 の簡腰には,医 学 ・薬学

等に関す る内容が記載 され,後 漢代の医綺の水準 を知 ることが出来る重要資料である。

1974年,柏 樹郷橋児村旱灘‡皮でやは り水利工事中発見された夫婦合葬土洞墓からは,

土器,勇 辺五鉄銭 と木製桶 ・盒子 ・屏風 ・牛車模型などが出土 したが,牛 車模型に反故
13)

紙が使われてお り,紙 の実物資料 として興味深い。 これ以後,甘 粛省では天水市放 馬灘

5号 墓か ら木地図 と共に紙地図,敦 煙懸泉置か ら紙本文書,敦 煤馬圏湾,金 塔肩水金関
14)

か ら も紙 が相次 い で発 見 され る先駆 け とな った。

1975-84年 にか けて,旱 灘 坂墓 地 にお いて10余 基 の墓 が調査 され,木 器,土 器,染 織

品,貨 幣 な どが発 見 され たが,こ れ につ いての報告 は な されて いな い。

さ らに,1989年,柏 樹 郷下 後畦村 旱灘坂 の土洞単 室墓か ら も王杖 木簡16枚 が発 見 され

てい る。棺 蓋上 に置か れ た木簡 と,棺 の前部 におか れ た鳩杖 のほ か,土 器,五 銑銭,貨
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泉,日 光鏡 が副葬 されて いた。 木簡の1枚 に"建 武 十九年(43)"の 紀 年が あ り,後 漢 中・
ユ　　

後期 の墓 とみ られ る。

旱灘坂墓地にはまた東晋十六国時代の墓 も営まれている。1985年,松 樹郷三畦村にお
　

いて28基 が調査 されている。 『中国考古学年鑑』の簡単な報告によると,墳 丘 を持つ らし

く,墳 丘頂部 と墓道 〔入口〕に大石 を立てて標識 とす る,と ある。墓の構造は土洞墓 と

碑築の両方があ り,と もに斜め墓道,墓 門と甫道,長 方形墓室か らなる。碑築墓の数は

少ない。墓室天井は ドームとアーチの2種 があるが,碑 築墓の墓室天井は孟頂 となり,

墓 門の外に木造建築を象った照壁を築 く。

副葬品は土器,銅 器,木 器,漆 器,鉄 器 と染織品など総計70余 点が出土 した。 その う

ち 〈近つ飛鳥図録>61図 に木製彩画連枝灯,62図 に毛筆 と木製筆入れ,63図 に木順3枚

が載せ られている。62・63図 には墓号が共に19号 墓 と記されている。この木憤は墓主が

生前授かった官職任命書の写 しである。3枚 にはそれ ぞれ建興 四十三(355)・ 四十四

(356)・四十入(360)年 の紀年が記されている。〈近つ飛鳥図録〉の展示品解説部分の補

記に記す とお り,こ の建興の年号は前涼張氏政権が採用 した西晋の年号であ り,こ の木

績によって旱灘坂19号 墓が前涼時期の もので,墓 主が建義奮節将軍長史鮒馬都尉姫喩夫

婦 と確定 された。

また,発 掘の際,こ の19号墓か ら,墓 に供えられた花巻が石化 して出土 した といわれ

る。新彊アスターナ墓地発見の鮫子や クッキー より早い時代の実際の食物遺存である。

また,彩 色豊かな木製の馬が出土 したが,こ の馬の造形は有名 な武威雷台後漢墓出土の

"踏燕奔馬"と 同一であるといわれる
。報告が待たれるところである。

5.雷 台漢墓

武威からの数々の出土品の中で最 も著名なものが,こ の雷台漢墓か ら出土 した"踏 燕

奔馬"で あろう。燕のような飛鳥 よりも,よ り早 く疾駆する馬,と はなんと卓抜な造形

であろう。

この"踏 燕奔馬"を 出土 した雷台漢墓 は武威県城旧城壁の北約1kmに あり,現 在は周
ユの

辺が整備 され て公 園の一角 となってい る。後世 に墳丘 を利 用 して廟 が建 て られた ため,

形状 は大 いに損 なわれて い るが,元 来 の封土 が基部 において一辺約40mの 方形 で,高 さ

は6mほ ど残 って いた。報告 に よる と,斜 め墓道 を持 つ,と 記述 されなが ら実測 図の墓 道

部分 にほ とん ど傾斜 が ないこ とを不審 に思 って いたが,現 地 で見 る と,雷 台の西側 はか

な り広 い池 となってい る。地下水位 を考慮 して墓 を地 上 に築 いた ものであ ろ う。墓道 は

長 さ約20m,墓 室部分 の総 長が19.2mで あわせ て40m近 くとな る。 これ では一辺40m
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といわれる墳丘か らはみ出してしまう。元来の墳丘規模は再検討の要がある。

この雷台1号 墓のす ぐ南に2号 墓がある。入口は現在1号 墓 と並んで開いてお り,問
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は約40mほ どである。 こちらも1号 墓 とほ とんど同一の碑築構造で,長 い墓道 と甫道,

それに前 ・中 ・後室が縦に連なる。出土品が青銅馬の尾1点 だけであったため,報 告が

なされていないのは惜 しまれる。明代 ころに築かれた雷台は東西60m,南 北106m,高 さ

8.5mあ り,こ の2基 の墓 をすっぽ り覆っている。雷台が築かれる以前,こ の2基 の墳丘

墓は南北に接 して並ぶ双墳の ような状態であったのであろうか(図2)。

雷台墓の出土資料は現在,甘 粛省博物館に一室 をとって展示 されている。とりわけ"踏

燕奔馬"を 含む青銅車馬模型は展示品中の白眉である。 この車馬模型がこの墓の被葬者

である張某将軍の出世物語 りを,車 馬行列の形で表 したものであることは,私 が先の論
18)

考 にお いて示 してお いた。

6.天 梯 山石 窟

天梯 山石窟は武威か ら南東へ進み,途 中か ら祁連 山の山中へ分け入ること20km弱,武

威県城か らは45kmの 距離がある。天梯山の名は,こ の山が峻険で,ま るで天に梯子 を架

け るようであるところから名付け られた。石窟は黄羊河に沿って開けた山中の盆地に面

している。解放後,1950年 代の末,石 窟のす ぐ西で河 をせ き止めて黄羊ダムが作 られた。

そのため,石 窟は3段 に作 られているうちの中段 まで水没 し,大 仏窟 も大仏は腰 まで,

脇侍は肩 まで水没 し,地 肌をさらしている。水没以前,石 窟から取 り出された仏像,壁

画の一部,経 巻類は甘粛省博物館 に保管されている。現在博物館に展示 中の三尊像は,

第三窟左寵の三尊 であろう。

この天梯 山石窟をはじめて実地に踏査 したのは1954年,当 時華東美術学院教授であっ
19)

た史岩氏であって,各 石窟の詳細な踏査報告がなされている。天梯山石窟は明代 には26

窟あったこ とが知 られ る。また,今 世紀のは じめ まで18窟 が残存 していたらしいが1927

年,武 威 を襲 った大地震によって西端の10窟 ほ どが崩落 したほか,そ の他 の石窟 も大 き

な被害を受けた。史岩氏の調査では13窟 が記録 されている。その うち,第1窟 と第4窟

が共に塔廟窟であって北朝時期の開墾になるものの,後 世の改修が著 しくて創建 当初の

様相 を窺い難いと報告 されている(図4)。

天梯 山の調査 と相前後 し,シ ル クロー ドに沿って,1950年 代には敦煙以東に柄霊寺,

麦積山,慶 陽南北石窟寺等が,1960年 代には金塔寺,馬 蹄寺千仏洞,文 殊 山,昌 馬等石

窟寺,さ らに1970年 代には保全寺,張 家溝門,蓮 花寺石窟等が相次いで調査 されたが,

中で も特筆すべ き発見は1963年5月24日,危 険をおか して決行 された柄霊寺第169窟 への

登臨である。 この とき洞内で発見された西秦建 弘元年(420)の 墨書紀年は現場の人々を
20)

興奮の渦に巻 き込んだ,と 張宝璽氏が回顧 している。

史岩氏の調査以降のこうした新たな研究状況 をもとに,再 び天梯山に光 を投げかけた
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21)
のは宿 白氏である。氏は史岩氏の報告の うち,中 心に方柱 を持つ第1・4窟 に注 目し,

その うち第1窟 の復原 を行 い,同 時に,敦 煙文物研究所保管の,第1窟 最下層の壁画に

描かれた供養菩薩の様式 と忍冬化生像連接文様の模写に注目し,こ の文様 を新出現の初

期石窟文様 と位置付けている(図5)。
22)

氏は続いて,甘 粛省の酒泉,敦 煙 と新 彊 トルファン発見の北涼石塔 を取 り上げる。現

存の北涼石塔12基 の うち,紀 年 を記す ものは6基 あ り,428年 から436年 に至 る8年 間で

ある。これら北涼石塔の塔身は八角列寵 とな り,そ こに結珈跣座の過去七仏 と交脚の弥

勒菩薩 をあらわしているが,紀 年で知 られるこの短 い間に,主 像 に思惟菩薩像が出現 し,

印相は繹定相か ら説法相が,仏 像 の服制が通肩か ら偏祖右肩 さらに襟 を広げ内衣を見せ

るようになるなどの変化を注意 している。

北涼石塔の うち最古の紀年 を持つ高善穆石塔は,今,甘 粛省博物館に展示 されている。

また,白 双 且石塔 は北京の中国歴史博物館で見 ることが出来る。北涼の紀年については
23)

多 くの議論があるが,こ こでは近年発表 された王素氏のもののみをあげてお く。

天梯山第1窟 の中心の方柱については史岩氏が重要な記述を記 している。即 ち,"(中

心柱 は)上 部が三層 となり,ど の層 も上部が下部 より広 くなっているが,こ のような様

式は敦煙千仏洞の物 とは同じでない。む しろ,酒 泉文殊山,民 楽金塔寺に同様の様式が

ある。"宿 白氏は粛南金塔寺東窟・西窟 と酒泉文殊山千仏洞の甘粛省博物館による壁画の

調査記録 を再録 しているが,こ れ ら石窟の中心方柱の型式が,史 岩氏によって敦煙初期

窟との相違 を指摘された ものであるのはい うまでもなかろう。

さらに,こ れら石窟が中心方柱にのみ仏寵を造 りだし,周 囲の四壁が壁画のみで飾 ら
24)

れることを甘粛省文物工作隊の董玉祥 ・岳邦湖氏が指摘 していることも重要である。

以上の諸点 を綜合 して,宿 白氏は次の とお り新彊以東における現存最古の石窟様式を,

1.石 窟の形状一平面方形 ・長方形の塔廟窟で,中 心方柱は各層 とも上部が下部 より

広い(こ れに,周 囲の四壁は壁画のみ,の 項 を付け加 えられよう)。

2.仏 像一主に釈迦座像 と交脚弥勒菩薩座像 の組合せ,次 いで仏形の弥勒座像,思 惟

菩薩座像。

i2

図5天 梯山石 窟第一窟

1.第 一窟平面 ・立面想定図,2.最 下層辺飾模写

(宿白氏論考 《考古学報》1986-4よ り)。
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3.壁 面一千仏 を描 く。

4.装 飾文様一忍冬化生像連接文。

5.仏 菩薩の面相一丸まる と力強 く,眼 は切れ長で奥 まり,鼻 が高い。体躯 は雄壮で

ある。菩薩や飛天の姿態は様々で,造 形は生 き生 きとし,飛 天は大型である。

そ して,こ うした特徴 を涼州様式 と規定 している。

とはいえ,既 に失われて しまった天梯山第1・4石 窟の仏像の復原は誠に困難である。

現在甘粛省博物館に展示 されている菩薩像壁画は,崩 壊 していた天梯山第4窟 中心柱か

らす くいだされたものであ り,同 じく4窟 中心柱 を飾っていた供養者壁画の2点 と併せ,

天梯山石窟の北涼沮渠蒙遜 による創建 当初の様相 を窺 うことの出来る,数 少ない資料で
　らラ

ある。

この石窟が史書に記載 されている,西 秦王沮渠蒙遜発願の石窟である可能性 は,早 く

向達氏によって示唆されてはいたが,実 際に石窟 を訪れた研究者は先述の史岩氏が初め

てである。 史岩氏は 日中戦争以前,騎 馬の 日本人が馬上か ら石窟 を望遠鏡 で観察 してい

たが,幸 いなにごともなかったことを記 しているが,昨 年の我々の天梯山参観はそれ以

来のことである。現地では,ダ ムの水没か ら石窟 を救 うべ く,第13大 仏窟の前面に巨大

なコンクリー トの防護壁が出来上が り,水 没で傷んだ仏像の修復作業が進め られている。

我々を案内いただいた張処長が武威市在任時期か ら始め られた事業である。高さ20m近

い防護壁の工事には巨額の経費がかかっている。工事が完成すると,現 地に展示室を建

て,現 在甘粛省博物館に保管 されている石窟出土資料 を展示 したい とのことである。大

仏窟のほかの石窟へ も行け るようにす るにはまだまだ 多くの困難 を克服する必要があろ

う。事業の成功 を願いつつ石窟をあ とに した。

なお,天 梯山石窟の見学記は,同 行 した氣賀澤保規氏が 『中外 日報』1998年5月7日

と14日号に 「中国武威天梯山石窟一歴史的位置 と再評価」及び 「中国武威天梯 山石窟の

現状」 と題 して発表 されている。併せ参考 とされたい。

7.青 嗜 ・嘲嚥湾 吐 谷渾墓地

青噛墓地 と嘲嚇湾墓地 とは武威県城南15kmの 祁連山麓に,大 水河 と水溝河に挟 まれ

た山丘の両側に営 まれた吐谷渾王族慕容氏の墓地であって,山 丘の北が青嗜墓地,南 が

町刺噺湾墓地である。

吐谷渾は旬奴が南北に分かれて弱体化 したあ と,東 北地方か ら旬奴故地へ南下 して き

た鮮卑族の うちで最 も西方へ進 出し,土 着 した一部族である。彼 らは今 日の青海省 を中

心に,五 胡十六国の風雲に乗 って建国 し,一 時は甘粛省南部か ら南は四川,西 は天山南

道の鄭善(楼 蘭),沮 末(チ ェルチェン)ま でを版図 としたが,貞 観九年(635)唐 に降
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り,以 後,唐 朝の藩屏 とな り涼州(甘 粛武威),霊 州(寧 夏霊武県)に 余命 を保 った。武

威 を祖墳の地 としたのはそれ以降である。墓地地点は我々が参観 した磨嗜子墓地 と旱灘

披墓地 との間 となるが,現 地へは行 くことが出来なかった。

この慕容氏墓地が注 目されはじめたのは1944年,武 威 を訪れた夏郵氏が,民 国初年か

ら出土した墓誌に関心 を抱いてか らである。現在はその後の出土資料を含め計10方 とな

り,う ち7方 が武威の文廟 を改修 した博物館に並べ られている。

文献からの吐谷渾史研究には,周 偉洲 『吐谷渾史』(寧夏人民出版社,1985年)が 参考

となろう。

武威の文廟は明代正統二年(1437)に 建てられ,中 央の孔子廟 を挾み,東 に文思院,

西に儒学院を併せ た広壮な規模 を誇 り,"朧 右学宮之冠"と 称される。亭亭 と甕える柏の

巨木 と古建築が相交 じる厳粛な環境である。現在武威市博物館 となって各種の展示があ

るが,そ の一室で武威を発つ前,我 々のために特別 に,保 管中の優品の数々 を見せ てい

ただいた。磨嚇子や旱灘披 など出土の漢魏代の木製品が主であるが,加 えて,吐 谷渾王

族墓地出土の唐代の出土品を見ることが出来た。 これ らには,飛 びきりの優品があるわ

けではないが,余 り知 られていない資料 として,紹 介 しておきたい。

夏薫氏は1945年,閻 文儒氏 と共に武威 を訪れ,劇 噺湾において吐谷渾墓地の発掘調査

を行 い,新 たに墓誌2方 を発見 した。発掘の詳細は明 らかにされていないが,少 なくも

2基 を発掘 し,氏 の2号 墓か ら慕容忠妻金城県主季英墓誌,1号 墓から燕王慕容儀光墓
　の

誌が出土 した。前者は永徽三年(652),勅 によ り青海王慕容忠に嫁いだ金城県主季英の

墓誌で,季 英は開元六年(718)死 去 し,翌 開元七年(719)涼 州南の陽暉谷,す なわち

武威南郊劇嚇湾 に葬 られた。墓誌に合葬 とある夫の慕容忠の墓は,数 米東に営 まれた異

穴合葬墓で,1927年 の武威大地震のあと,墓 誌が発見されている。慕容忠は聖歴元年,

霊州の私第で死去 し,翌 二年(699)武 威陳擁 湾に帰葬された。

後者の慕容礒光は慕容宣超の嫡子で燕王を称 したが,14歳 の時長安に出て唐朝に武将

として仕えた。墓誌には開元九年(721)"六 州胡叛"と,同 年"六 州胡再叛"に 功績が

あったことを記す。開元十入年(730)朔 方郡節度副使に任 じられ,部 族の居所でもある

朔方郡本衙の霊州へ着任 したが,開 元二十六年(738)49歳 で早逝 した。妻の武氏墓は1980
　

年発掘の6号 墓 であるが(後 述),墓 誌は1978年 に先に発見 され,報 告 されている。

夏薫氏は自ら発掘 した墓誌2方 の詳細な考証を行 ったほか,既 に武威文廟に収め られ

ていた慕容氏墓誌5方 についてもその全文 を記録 し,そ の記述 も含め,史 書の映漏 を埋

める吐谷渾の年表 を掲載 している。ただ,夏 講氏は発掘 した墓誌2方 を南京へ持ち出 し

て研究 したが,そ の後,こ の2方 の墓誌の所在が不明であるのは残念である。

夏薫氏以後,青 嗜 ・嘲 麻湾墓地の発掘調査は1980年 夏,武 威県文物管理委員会によっ
28)

て行われ,5基 の報告が黎大祥氏によって発表されている。その5号 墓は民国初年に早
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く墓誌の出土をみた弘化公主(西 平公主)墓 である。弘化公主は唐太宗の公女 として貞

観十三年(639)青 海国王勤豆可汗慕容諾賀鉢に嫁いだ。聖歴元年(698)五 月三 日,76

歳で霊州東衙の私第にて死去 し,翌 二年三 月十八 日涼州南の陽暉谷に葬 られた。墓は碑

築 で南を向 き,墓 道 は斜め で地下11mに 雨道,4.4×4.58mの 略方形の単室墓室 を持

つ。墓室壁面は全面に石灰が塗 られ壁画が描かれていたがすべて剥落 している。葬具は

木棺 で,副 葬品には多数の彩色人物桶,馬 ・騎駝の木桶頭部,染 織品,漆 器などがある

が,盗 掘のため破損が激 しい。そのうち,高 さ25-27cmの 木製男侍桶4体 を実見した(図

3-2)。 彩色が薄 く残 り,皆,片 手を胸におき長い外衣を着 るが,3体 が風帽をかぶ り,

鮮卑族の風俗 を保っているのに興味をひかれた。弘化公主墓誌は民国初年の発見である

が,そ の出土墓をうまく突 き止められたものである。

1980年 発掘の7号 墓は慕容若夫人李深の墓 である。 この墓は1958年 土取 り中に発見さ
　　ラ

れ,墓 誌 のみが先 に報 告 され てい る。李深 は景雲元年(710)死 去 し,開 元六 年(718)

この武威南 郊に葬 られ た。墓誌発 見の報告 には,ほ か に高 さ1mの 彩画武士桶2体 が あっ

た とい う。1980年 の発掘 では,墓 は先述 の弘化公主墓 と同様 の構 造 でやや小 振 りであ る。

新 たに,彩 画木桶 と木 器の残 片,灰 陶碗5個 が発 見 されて い る。

6号 墓 は前述 の通 り,夏 薫 氏が発掘 した2号 墓 の墓 主 であ る燕 王慕容晦光 の妻,武 氏

の墓 であ る。盗掘 にあ ってはい た ものの,埋 葬 当初 の状 況 をかな り窺 うこ とが 出来 る実

測図が,こ の墓群 で唯一,公 表 され てい る(図6)。 傾斜 をつ けた墓 道は 南向 きで,一 部

しか掘 られてい ないが幅1.2mあ る。傳築 単室墓 で墓 門は な く,南 道 は蒲鉾天井 で幅1.1

m,長 さ1m,高 さ1.16mあ る。墓室 は幅3.25m,奥 行 き3.25m,高 さ4.02m,四 壁 に

＼
＼
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図6青 嗜嘲 嚇湾 武氏墓(6号 墓)平 面 と墓 門図

1.漆 盤2.白 磁 尊3.灰 陶 碗4.銅 碗5.棋 子

6.院 威7.楽 器 残 片8.骨 讐9.牛 角 櫛

(『朧右文博 』1996-1〈 創 刊 号〉 よ り)。
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石灰 を塗 り彩画 してあった。墓室奥半分全体が高 さ0,4mの 棺台 とな り,木棺がその中央

に置かれた痕跡がある。棺内には中央部に象牙製の精巧 な碁石22個,西 辺に院威 と四弦

楽器の軸木,牛 角櫛,骨 讐 などがあった。棺 台前方の墓室床面には,中 央に漆高脚盤4

枚が並べ られ,西 南部 に白磁壺,灰 陶碗それに銅対葉花形魚水文打出 し碗 が置かれてい

た。報告にはほかに石猪,石 装飾品,灰 陶彩画壺,銀 平脱団花文漆紗軍付香炉の写真が

載せ られている。

墓誌 を伴った以上3基 の墓のほか,3号 墓 と4号 墓は墓誌 を持 たない。墓室構造は以

上3基 とほぼ同様 で,い ずれも,碑 築単室墓 である。3号 墓は6号 墓 と同様 墓室後部

が高さ21.5cmの 棺 台となる。木製彩画桶が9点 で,深 目高鼻で僕頭 をかぶった胡人侍桶

や高髪の女侍桶の上半身像,木 騎駝桶などが出土 した。4号 墓 も同様の墓室構造である

が,棺 台はない。男侍桶や馬,騎 駝,犬 などの木傭が出土 している。我々は3号 墓の僕

頭男半身桶 と初唐様式高髪の女子桶(図3-1)や,4号 墓の風帽 をかぶった鮮卑服飾の

男侍桶などをみることが出来た。

青嗜 ・嘲味湾の吐谷渾慕容氏墓地か らはほかに,弘 化公主 と同年同 日埋葬の青海王慕

容忠墓誌,解 放後発見 で神龍二年(706)に 葬 られた唐政楽王慕容宣昌墓誌,1927年 の武

威大地震のあ と発見 された景龍三年(709)築 造の唐輔国王慕容宣徹墓誌,民 国初年発見

の開元二十六年(738)埋 葬の唐代楽王慕容明墓誌があ るが,夏 薫氏論考に詳 しいので省

略する。
　

吐谷渾慕容氏墓 には,武 威ではな く寧夏回族 自治区同心県偉州発見の墓誌がある。盗

掘 された墓か らは,ほ かに白磁 の小盒子2個 と白磁小碗1個 があった。墓誌は乾元元年

(758)埋 葬された左領軍衛大将軍慕容威のものである。慕容威の父は武威南山で墓誌の

発見されている慕容宣徹 である。 また夫人は慕容犠光の夫人武氏(前 出,こ の墓誌 も武

威南山にある)と 姉妹 である。 この慕容威が武威に帰葬 されなかったのは,後 述の ごと

く,吐 蕃に再び追われ,一 族散 りち りになったか らである。

祁連山の南 を領土 としていた慕容氏が涼州武威南郊を祖墳の地 としたのは,貞 観九年

(635)唐 に服属 してからである。 さらに吐蕃に破れ,威 享元年(670)酵 仁貴による吐谷

渾故地回復のための吐蕃 との戦 いにも成功せず,威 享三年,霊 州の安楽州 に移 った。 こ

こに紹介 した墓誌はそれ以降のものである。吐谷渾部族はさらに至徳年間(756-758)以

降吐蕃に更に追われて東遷 し,残部衆は朔方郡 ・河東郡方面に散居 した。貞元十四年(798)

慕容復が青海王可汗職 をついだが幾ば くもな く卒 し,そ の封嗣が絶 えた。 その後,部 族

としての活動はあ とをたった。

従 って,武 威の吐谷渾墓地の出土品からは,盗 掘の激 しさも手伝 い,そ こに彼 ら固有

の様相 を見つけることははなはだ困難である。出土の風帽桶に辛 うじて鮮卑族の伝統服
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飾 を見るこ とが出来るが,し か し,こ のことは,一 面,他 の鮮卑族ではすっか り廃れた

風俗が,依 然 として伝わっていることに驚か されるといえよう。

一方
,唐 朝 との交流により,濃 厚な唐風文化が伝わっている。 とりわけ,桶 に見られ

る初唐か ら盛唐への変化は,こ の墓地で も忠実に踏襲 されている。 さらに,降 嫁 して き

た女性墓,と りわけ,即 天武后のおいの娘 として慕容晦光の妻 となった武氏の墓からは,

長安の邸宅での華麗な暮らしをしのばせ る遺物がみられ,新 彊アスターナから出土した

囲碁 をか こむ婦女図の華麗な絹絵を彷彿 とさせ るものがある。

8.そ の他 の遺 跡

ヨ　ラ

武威における先史時代遺跡 として皇娘娘台斉家文化遺跡が著名である。五i覇山遺跡か

ら馬家窯文化の彩陶が出土す ることは先述 したが,磨 噛子遺跡にも馬家窯文化の遺物が
32)

出土する。今 回の参観では遺趾 も遺物 も調査が及ばなかったため本稿 では触れ得なかっ

た。
　 　

同様 に,武 威県城西縢家庄漢墓,武 威市金沙郷趙家磨村南灘魏晋墓,武 威炭鉱機械庁
35)

十六国墓 も報告はあるが,遺 構 も遺物 も実見 していないのでふれえなかった。以上3墓

はいずれ も2室 以上の多室を持 ち,大 型の雷台漢墓 と五煽山 ・磨嗜子 ・早灘城墓群 との

間に位置す るものである。その うち,縢 家庄漢墓は封土 を持 ち,前 室 と双後室それに耳

室からなる。私はかつて,雷 台漢墓 と磨噛子墓群の間に位置する,六 百石 クラスの墓 と
36)

考 えた こ とが あ る。 なお検 討 を深め たい。

9.む す び

本稿 は昨1997年 秋に行 った文部省科学研究費補助金(国 際学術研究)の 報告のうち,

甘粛省武威における考察記録である。 しか し日記 とは異な り,考 察内容を時代順に配列

し,関 係資料を出来 るだけ収録 して研究の参考 としようと試みた。標題 を"筍 記"す な

わち研究 メモとしたのはそのためである。

とはいえ,河 西回廊の入 り口に位置 し,シ ル クロー ドの一部をなすこの武威の地は,

古来,そ の覇権 をめ ぐって漢族 と北方諸民族が角逐 を繰 り返す,重 要拠点である。2～5

節の漢墓群は漢族,6節 に取 り上げた天梯山石窟の創建者沮渠蒙遜は旬奴,7節 の吐谷

渾墓地は鮮卑の慕容氏 と民族 も多様である。本稿のごとき遺跡単位の素描では,そ の全

貌 を描 き出すいとまがなかった。今回の箭記 をもとに,今 後の課題 とする予定である。

短期 の考察に,こ の ように多様な課題に取 り組む ことが出来たのは,先 述の甘粛省文

物考古研究所 と,地 元武威の文物関係諸機関 ・諸氏の絶大なご厚意によるもので,厚 く
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感謝 申し上げ るものである。

本稿は平成9年 度文部省科学研究費補助金(国 際学術研究)の 研究報告の一部である。
37)

すでに3年 間の研究の全体は大手前女子大学 より報告書 を刊行 した。本稿を研究報告の

2と したのはその一部の続編を意図 したか らである。 また同時に,甘 粛省文物考古研究

所 と我々 との間で結成 した"中 日甘粛古文化遺存考古研究会"の 研究成果を兼ねるもの

で あ る。
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11)党 寿山 「甘粛武威磨嗜子発現一座東漢壁画墓」〈考古>1995-11.
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13)武 威県文管会(党 寿山)「 甘粛省武威県旱灘坂東漢墓発現古紙」〈文物>1977-1.

14)a.甘 粛省文物考古研究所 ・天水市北道区文化館 「甘粛天水放馬灘戦国秦漢墓群的発掘」

〈文物>1989-2.

b.甘 粛省博物館 ・敦煙県文化館 「敦煙馬圏湾漢代峰燧遺趾発掘簡報」〈文物>198HO.

15)a.武 威地区博物館 「甘粛武威旱灘披東漢墓」〈文物>1993-10.

b.「 武威市旱灘披東漢墓」(『中国文物報』1989年12月29日 か ら)『 中国考古学年鑑一1990』

文物出版社,1991年.

16)田 建 「武威市旱灘披西晋 ・前涼時期墓群」『中国考古学年鑑一1986』 文物出版社,1988年.

17)a.甘 博文 「甘粛武威雷台東漢墓清理簡報」〈文物>1972-2.

b.甘 粛省博物館 「武威雷台漢墓」〈考古学報>1974-2.

18)前 出,注1).
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19)史 岩 「涼州天梯山石窟的現存状況和保存問題」〈文物参考資料>1955-2.

20)張 宝璽 「甘粛石窟調査研究的回顧与展望 」〈朧右文博>1996-1(創 刊号).

21)宿 白 「涼州石 窟遺　和"涼 州模式"」 〈考古学報>1986-4(宿 白 『中国石窟寺研究』文物 出

版社,1996年,所 収).
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